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（１）会員

１ 主要計数等の推移

1

157.6 
161.4 

168.2 
163.7 

167.0 
171.4 

178.6 176.2 
171.0 172.5 

165.8 
158.0 

168.0 

100

150

200

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2022
計画

新規入会数（万件）

1,733 
1,759 

1,790 
1,816 

1,846 

1,881 

1,919 
1,949 

1,971 
1,993 

2,010 
2,030 2,030 

1,660

1,700

1,740

1,780

1,820

1,860

1,900

1,940

1,980

2,020

2,060

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2022
計画

在籍会員数

※棒グラフ上部の値は、表示単位未満を四捨五入して記載。次ページ以降も同様。

（万名）



2

（２）交通環境活動
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（３）ロードサービス
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（４）会員事業
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（５） モータースポーツ
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（６）広報活動
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ＪＡＦホームページアクセス数（ＵＵ）※（万ＵＵ）

※ ＵＵはユニークユーザーの略で、ある期間内にホームページやその特定のページを訪問したユーザー数を示
すものです。ＪＡＦでは2018年から計測を実施しています。
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（７）主要計数の達成状況
１　会員

　　在籍会員数

3月末実績 計画数

19,185,692 19,487,221 19,707,591 19,931,302 20,099,526 20,301,304 20,300,000

　　ＪＡＦスマートフォンアプリ（デジタル会員証）登録者数

3月末実績 計画数

1,888,189 2,733,988 3,662,790 4,409,915 5,131,788 5,943,100 6,500,000

２　交通環境活動

　　総参加者数

3月末実績 計画数

1,449,734 1,483,061 1,477,357 404,968 575,747 906,949 876,000

３　会員事業

　　通年優待利用者数

3月末実績 計画数

36,110,999 40,220,071 37,441,761 24,225,216 25,586,498 28,538,227 34,747,000

　　アプリクーポン利用者数

3月末実績 計画数

106,874 122,075 186,799 421,985 1,056,822 2,129,714 1,500,000

４　モータースポーツ（集計：1～12月）

　　ライセンス発給数

12月末実績 計画数

69,979 71,061 71,374 70,710 72,188 72,000 72,400

　　競技会開催数

12月末実績 計画数

849 868 841 537 678 800 841

５　広報活動

　　ＪＡＦ公式サイト全体ユニークユーザー数　※1

3月末実績 計画数

26,002,751 37,709,170 37,559,109 38,632,157 35,001,116 40,000,000

　　モータースポーツサイトユニークユーザー数

- 500,805 499,254 859,785 844,343 720,000

　　ＪＡＦナビユニークユーザー数

7,234,603 10,044,660 9,524,153 11,699,170 12,315,414 18,000,000

　　JAF Mate Onlineユニークユーザー数

3月末実績 計画数

4,814,431 5,500,000

【ご参考】

　　ロードサービス実施件数および予測数　※2

3月末実績 予測数

2,384,110 2,286,043 2,166,947 2,117,485 2,158,586 2,195,442 2,156,000

　※1　ウェブサイトに訪問した月間のユーザーの数の累計数

　※2　主要計数ではなく予測数のため参考として表示
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２ 活動の状況

（１）会員関連

6

① 営業支援ツール ＪＡＦＬＩＮＫＳへ新資料の格納

チラシ イメージ

動画などを活用しＪＡＦのサービスをおすすめするパンフレットを作成しまし
た。このパンフレットは自動車販売店や取次店スタッフの営業支援ツールである
ＪＡＦＬＩＮＫＳに格納しているため、いつでも印刷して使用いただけます。



（２）交通環境活動
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2022年 信号機のない横断歩道における車の一時停止率（全国）

イ 交通ルール・マナー向上のための実態調査

① 社会貢献活動への取り組み

ア ドライバーズセミナーの視察及び改善策・好事例の共有

長く続く新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ドライバーズセミナー
の中止が相次いでおり、運営や担当インストラクターの経験不足が懸念されたた
め、本部交通環境部より現地視察をおこない、安全かつ効率的な運営のための指
導やアドバイスをおこないました。さらに視察で確認された好事例や改善点など
を全国担当者に向けたビジネスチャットツールで共有しました。

8月10～31日に全国94カ所で信号機のない横断歩道で歩行者横断時における車
の一時停止状況全国調査をおこないました。その結果、一時停止率の全国平均は、
39.8％と前年の調査時に比べ9.2ポイントの増加となりました。過去最高となる
ものの、依然として約6割のクルマが止まらない結果となりました。
各都道府県の調査結果については2018年からウェブサイトに公開しています。

調査結果や各地の活動は全国各地のテレビ局やインターネットニュースなどで広
く取り上げられており、ＪＡＦの活動が社会に波及し、交通ルールが少しずつ浸
透している状況です。引き続き、ドライバーと歩行者がお互いに交通安全につと
めるよう啓発します。
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バックカメラで見た車両後方

ウ 社会のニーズをとらえたユーザーテストの実施

パンク応急修理に挑戦

「バックカメラの死角」「パンク応急修理キット」「夕暮れ時の日差し対策」
「飲酒による運転への影響」の4つのテーマについて、ＪＡＦＭａｔｅ春号～冬号
に検証結果を掲載しました。

西日が当たっている状態で、
サンバイザーを使った場合

西日が当たっている状態の見え方西日が当たらない状態の見え方

飲酒前

飲酒後

アイトラッキングで記録したモニターの視線のデータを可視化
(上写真：よく見ていた箇所順に赤色＞黄色＞緑色と示されている)
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エ ＹｏｕＴｕｂｅｒと交通安全のコラボ動画を制作

「車庫入れ編」 「タイヤのパンク対処法：前編」

幅広い年齢層の自動車ユーザーが交通安全をもっと身近に感じられるようＹｏ
ｕＴｕｂｅｒ（ユーチューバー）の木村亜美氏とコラボレーションした動画を公
開しました。「ＪＡＦ先生に教わった！」シリーズの総再生回数は、3月末時点
で239,126回でした。

JAF先生のアドバイス「タイヤのパンク対処法：後編」

オ 『「実写版」危険予知・事故回避トレーニング』コンテンツの新規公開

SCENE77「狭路編その1」SCENE76「自転車編その9」

車の運転中に出遭うさまざまな交通場面の危険を予測する動画コンテンツ
『「実写版」危険予知・事故回避トレーニング』の「交差点編」、「坂道編」、
「自転車編」に新規動画を各1本公開し、 「狭路編」を新設しました。「自転
車編」では、前方の停車車両の死角に潜む危険を再現しました。一方新規テー
マである「狭路編」では、対向車とすれ違うことのできない、道幅の狭い道路
に潜む危険を再現し、注意をうながしました。
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改善前（中央分離帯がない） 改善後(中央分離帯が設置された)

ＪＡＦ交通安全ドレミぐるーぷの様子

カ ボランティア活動の実施

（イ）ＪＡＦ交通安全ドレミぐるーぷ活動

（ア）交通安全実行委員会の活動

会員や一般の方より、危険や不便と感じる道路や標識などに関する改善提
案が413件ありました。
各支部においては交通安全実行委員会を76回開催し、改善要望提案を審議の

うえ362件を関係機関へ提案しました。以前から要望している案件を含め、改
善が確認されたものは98件でした。
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キ 「ＪＡＦみんなのエコ川柳」Ｔｗｉｔｔｅｒキャンペーンの実施

ク ジュニアシート無償提供イベント（佐賀県）

チャイルドシートコンビンサーによる啓発JAFインストラクターによる
ジュニアシート提供

ケ ＪＡＦ交通安全トレーニング（交通安全ｅラーニング事業）

21日間の応募期間で1,945句の作品が寄せられました。2月7日には審査委員
会が開催され、4月13日にＪＡＦ公式ウェブサイトおよびＪＡＦＭａｔｅ春号
で受賞した15作品を発表しました。

集まった寄付金で114台のジュニアシートを用意し、ＪＡＦ・佐賀県・公益
財団法人佐賀未来創造基金と共催で10月1～2日に､イオンモール佐賀大和店に
て大規模交通安全啓発イベントを開催しました。2日間での来場者数は5,464名
でした。
また、イベント会場にて事前公募で当選した佐賀県内在住の希望者にジュニ

アシートの正しい使用方法などの説明・アドバイスをおこなったうえで、提供
しました。

交通安全ｅラーニング事業は、企業や団体を対象とした、交通安全管理に役
立つサブスクリプションサービスです。



② 自動車税制対策活動

自動車ユーザーの声NBF展示風景
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ア 自動車税制に関するアンケート調査の実施

ウ 国会議員・知事への要望活動

イ 自動車ユーザーへの活動（街頭活動等）

7月11～31日まで「自動車税制に関するアンケート調査」を実施し、135,282
名(前年度115,813名）の自動車ユーザーより回答をいただきました。

「自動車ユーザーの生の声を集める活動」を再開し、2,077名のご意見が集ま
りました。初の試みとして、集まったご意見をＪＡＦ本部があるＮＢＦビル１階
に2月17日～3月27日まで展示しました。
また、自動車税制改革フォーラム活動の一環として、イベントなどで活用でき

るチラシの作成と広く一般に発信できるＴｗｉｔｔｅｒを活用し、全8回の投稿
にわたって訴えました。

アンケート結果の概要

※ 一部の支部では自治体や関係団体と調整のうえ、実施いたしました。実施支部は、札幌・函館・
栃木・静岡・愛知・三重・愛媛支部です。

「自動車税制に関するアンケート」の結果を受け、10月5日に「ＪＡＦ税制対
策委員会」（慶応義塾大学教授 加藤一誠 委員長）を開催し、「2023年度税
制改正に関する要望書｣を取りまとめました｡
この要望書を用いて、各支部で地元選出の国会議員に対し、ユーザー負担軽

減への理解を求め要望活動を実施しました。また、愛知県大村知事とともに自
民党税制調査会の宮沢会長や各関係省庁の大臣等に陳情しました。



（３）ロードサービス
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① 社会貢献活動

全国各地で発生した災害などに対し、各関係機関と連携し救援作業を実施しま
した。

被災車両けん引の様子

② 後方警戒装置の運用開始
安全性を保ちながら生産性を向上させるため、後方警戒装置を全国30台導入し

ました。後方からの車両接近を検知し警報を発報して作業者、お客様の避難を促
す装置です。
交通量の比較的少ない高速道路などに限定して11月から運用を開始しています

。

①車両を検出するカメラ ②画像を分析し検知する小型ＰＣ ③車両の接近を知らせるブザー



（４）会員事業
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市区町村の検索を追加アプリクーポンと期間限定をわかりやすく表示

① デジタルコンテンツ

会員の声をもとにページの見やすさや使いやすさを考え、ＪＡＦナビやＪＡ
Ｆスマートフォンアプリの改修を続けています。施設詳細のデザインを変更し、
アプリクーポンと期間限定の優待を並列で並べることで今実施している優待を
わかりやすく表示できるようにしました。

ＪＡＦスマートフォンアプリ



【くるくる回ろう鳴門 ドライブスタンプラリー2023】
期間：2023年3月1日～2023年5月31日
主催：一般社団法人 鳴門市うずしお観光協会
参加者数：375名（2023年3月末現在）

【防府×周南 まったりカフェ巡り チルい旅！】
期間：2023年1月10日～2023年3月31日
主催：防府市・周南市
参加者数：579名
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② 地方創生に向けた取り組み

山口県防府市と周南市にあるカフェ6スポットを巡ってもらう「防府×周南 まった
りカフェ巡り チルい近旅！（2023年1月10日～2023年3月31日）」や徳島県鳴門市で
は、渦潮のようにくるくると観光施設（10スポット）を回る「くるくる回ろう鳴門
ドライブスタンプラリー2023（2023年3月1日～2023年5月31日）」など全国各地で、
会員をはじめとした皆さまと地域のニーズに合わせたものを実施しています。

ア 自治体との連携および地域振興活動
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学校名 内容

長野支部 信州大学

長野県をフィールドとした観光ＰＲ動画を信州大学の学生が主導
となり共同作成しました。優待施設連絡会にて、デジタルマーケ
ティングの視点や動画を作成するうえで考慮すべきことなどを動
画を作成した学生に解説いただきました。

札幌支部 札幌市立大学
2月12日に三井アウトレットモール北広島にて厚真町、札幌市立
大学の三者でイベントに出展し、来場者向けのドライブ周遊観光
に関するアンケートを実施しました。

愛知支部 愛知学院大学

愛知学院大学よさこいサークル「常笑」とコラボレーションし、
名古屋市交通安全・生活安全市民大会のステージで反射材を衣装
に装飾しパフォーマンスを披露しました。また学生から提案の
あった企画「【JAF×常笑】JAFの裏側に迫ってみた！」では、
学生目線でJAFの事業活動を取材し、動画にまとめて公開しまし
た。

【主な産官学連携活動】

イ 産官学連携活動

ウ グリーンスローモビリティ

小鹿野町実証走行出発式および実証走行の様子

大学や自治体などと連携し地域振興を推進する産官学連携を推進しており、現
在全国で7地方本部18支部が25校と活動中です。

グリーンスローモビリティ※を活用し、地域の課題解決を目的としたモビリティ
サービス導入の業務支援について、6月8日より、ヤマハ発動機株式会社と協同事業
を開始し、15自治体4事業者へグリーンスローモビリティや導入支援内容について
ご案内しました。
2月8～21日には、ヤマハ発動機との協業で導入をサポートした最初の事例として、

埼玉県秩父郡小鹿野町にて実証走行が行われました。

※ 時速20ｋｍ未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスで、その車両も含めた総称
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③ ライフサポート事業について

会員の生活における困りごとに対して安心・安全をお届けすることを目的としてラ
イフサポート事業をおこなっています。3月時点の登録数については、加入促進キャ
ンペーンなどの実施により、「ＪＡＦのホームライフサポート」は3,658名、「ＪＡ
Ｆでんき」は1,502名、「ＪＡＦの保健室」は41名、「ＪＡＦの保険」は3,052名とな
りました。
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（５） モータースポーツ

① 「ＪＡＦ ＭＯＴＯＲＳＰＯＲＴ ＪＡＰＡＮ ２０２２」の開催

全日本カート選手権ＥＶ部門 フォーミュラーＥ車両
デモンストレーション走行

モータースポーツ振興イベント「ＪＡＦ ＭＯＴＯＲＳＰＯＲＴ ＪＡＰＡＮ
２０２２」を、ＪＡＦ主催のもと11月19～20日にお台場特設会場青海地区ＮＯＰ
街区にて開催しました。お台場での開催は2019年以来3年ぶりとなります。
会場では従来のモータースポーツ車両の展示に加えて、「ＪＡＦ Ｅｃｏ Ｒａ

ｌｌｙ Ｔｏｋｙｏ Ｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｉｏｎ」の他、全日本カート選手権Ｅ
Ｖ部門最終戦、フォーミュラＥ車両のデモンストレーション走行など、環境対応
をテーマとしたコンテンツを展開し、2日間でのべ72,756人の方が来場しました。

② ＪＡＦモータースポーツ表彰式の開催

国内トップカテゴリーで優秀な成績を収めたチャンピオンおよび上位入賞者の
方々の栄誉を称え「ＪＡＦモータースポーツ表彰式」を11月25日に東京都港区の
ステラボールにて開催しました。

表彰式の様子



（６）広報活動
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① 各種イベントブースへの出展

会員向け大抽選会
（ＪＡＦ鈴鹿ＧＰ）

ストレートパルクフェルメ
（ＪＡＦ鈴鹿ＧＰ）

東京モーターサイクルショー佐藤琢磨選手によるデモ走行
（東京オートサロン）

モータースポーツやＪＡＦの諸サービスの認知向上を目的に、「Ｆ１日本グラ
ンプリ」など、大規模イベントへブースを出展しました。「第21回ＪＡＦ鈴鹿グ
ランプリ」では、会員向け大抽選会や、実際の競技車両を目の前で見られる「ス
トレートパルクフェルメ」の会員優先アーリーオープン企画を実施しました。
また、東京オートサロンではｅモータースポーツ振興を目的にブース内へレー

シングシミュレーターを2台設置し、プロレーシングドライバーの佐藤琢磨選手を
お招きしてデモ走行を披露していただきました。
バイクのロードサービスについても、さらなる認知向上を目的に山梨県の「ふ

じてんリゾート」にて開催された「ＹＡＭＡＨＡ Ｍｏｔｏｒｃｙｃｌｅ Ｄａｙ
２０２２」や「第50回 東京モーターサイクルショー」にブースを出展しました。
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④ モビリティ・レジリエンスプロジェクトについて

前年度のビジネスアイデアコンテストのクラウドファンディング部門にて最優
秀賞を獲得したモビリティ・レジリエンスプロジェクトについて、7月13日～9月8
日の期間でクラウドファンディングを実施しました。目標金額300万円のところ、
のべ426名の方から約364万円の寄付をいただき終了となりました。
12月21日に東北本部宮城支部にて寄付金贈呈式を開催し、一般社団法人日本

カーシェアリング協会に寄付しました。

寄付金の贈呈
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（７）訪日外国人向けサービス

① 外国運転免許証の翻訳

※ ジュネーブ条約にもとづく国際運転免許証所持者は、日本に入国した日から１年間、日本で自動車などを
運転することができます。一方で、ジュネーブ条約未締結または国際運転免許証を発給していない国また
は地域の場合、我が国と同等水準の免許制度を有している特定国・地域(スイス・ドイツ・フランス・ベル
ギー・モナコ公国・台湾)の運転免許証所持者は、「日本語による翻訳文」を添付して自動車などを運転す
ることができます（日本に入国した日から１年間）。

外国運転免許証から日本の運転免許証に切り替える、または日本国内で運転す
る（特定国・地域※に限る）際に必要な外国運転免許証の「日本語による翻訳文」
の発行件数は、77,120件と前年度にくらべ28,958件の増加となりました。
外国運転免許証の翻訳は5月度、7月度には就労目的での来日者と思われる申請

が増加しました。10月度には入国数の上限の撤廃とツアー以外の旅行客の入国も解
禁され、個人旅行客と思われる申請が増加しました。なお、日本の運転免許証所持
者が台湾で運転するための中国語翻訳文の発行件数は1,911件で、前年度にくらべ
1,596件の増加となりました。
また、11月7日より、オンラインにて翻訳文申請が可能となる「運転免許証翻訳

文ウェブ申請サイト」の運用を開始しました。
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（１０）情報システム

ＪＡＦのＩＴデジタル将来構想図

① 基幹システム更改に関連するプロジェクト活動について

2021年に公開した「ＪＡＦのＩＴデジタル将来構想」を実現するために、ＪＡ
Ｆ統合システム更改を機に、データ分析、各種サービス業務処理のデジタル化に取
り組む部署横断のプロジェクトチームが稼働しています。
業務プロセスの重複やムダを排除し、ＩＴデジタル化をはかり、顧客データの活

用やプラットフォームビジネス創出などの注力領域へシフトしていくために、新た
なＩＴ基盤の構築と体制の整備を目指しています。


